
「
留
学
生
一
〇
万
人
計
画
」
の
検
証
と
今
後
へ
の
若
干
の
提
案

（71）「留学生一○万人計画」の検証と今後への若干の提案

　
日
本
に
お
け
る
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
に
関
し
て
、
「
留
学

生
一
〇
万
人
計
画
」
の
発
表
は
ひ
と
つ
の
画
期
を
な
し
た
。
一
〇

万
人
の
外
国
人
留
学
生
を
受
入
れ
る
と
し
た
そ
の
二
一
世
紀
も
目

前
に
迫
っ
て
い
る
。
数
字
の
上
で
は
計
画
は
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る

と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
一
〇
万
人
計
画
の
策
定

以
来
の
推
移
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
若
干
の

提
案
を
述
ぺ
て
み
た
い
。

　
　
　
一
　
「
留
学
生
一
〇
万
人
計
画
」
の
登
場

　
一
九
八
二
年
秋
、
「
教
科
書
問
題
」
が
一
段
落
し
て
間
も
な
く
、

中
曾
根
康
弘
内
閣
が
誕
生
し
た
。
当
時
、
日
本
の
首
相
は
ほ
と
ん

ど
二
年
毎
に
交
代
し
て
い
た
が
、
中
曾
根
内
閣
は
、
八
○
年
代
中

葉
の
五
年
間
も
つ
づ
い
た
。

田
　
　
　
　
中

宏

　
中
曾
根
首
相
は
、
一
九
八
三
年
五
月
、
東
南
ア
ジ
ア
訪
問
の
旅

に
で
た
が
、
そ
の
際
、
日
本
留
学
生
の
O
B
と
面
談
す
る
機
会
を

持
っ
た
。
そ
の
際
、
首
相
は
、
「
皆
さ
ん
も
、
子
ど
も
さ
ん
が
そ

ろ
そ
ろ
留
学
さ
れ
る
年
齢
を
迎
え
ら
れ
る
か
と
思
う
が
、
日
本
に

留
学
さ
せ
よ
う
と
思
い
ま
す
か
」
と
た
ず
ね
た
と
い
う
。
し
か
し
、

そ
の
返
答
は
あ
ま
り
「
色
よ
い
」
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
シ

目
ツ
ク
を
受
け
、
帰
国
後
、
留
学
生
政
策
の
見
直
し
を
発
意
し
た

と
い
わ
れ
る
。

　
た
し
か
に
、
「
経
済
大
国
」
と
は
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
先
進
国

と
比
べ
て
留
学
生
の
受
入
れ
体
制
の
貧
弱
さ
は
否
定
で
き
な
か
っ

た
。
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
が
設
け
た
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
計
画
に
よ
っ
て
、

多
く
の
日
本
の
若
者
た
ち
が
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
こ
と
を
思
い

お
こ
し
て
も
、
日
本
側
の
”
立
遅
れ
・
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

719



一橋論叢 第114巻第4号 平成7年（1995年）1O月号　（72）

〈図蒙1〉 欧米各国との留学生数

の比較
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八
三
年
六
月
、
コ
ニ
世
紀
へ
の
留
学
生
政
策
懇
談
会
」
（
座
長
、

川
野
重
任
日
本
国
際
教
育
協
会
理
事
長
“
当
時
）
が
発
足
し
、
八

月
に
は
、
「
二
一
世
紀
へ
の
留
学
生
政
策
に
関
す
る
提
言
」
が
発

表
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
留
学
生
一
〇
万
人
計
画
」
の
登
場
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
八
四
年
六
月
に
は
、
コ
ニ
世
紀
へ
の
留
学
生
政

策
の
展
開
に
つ
い
て
」
が
発
表
さ
れ
、
「
襲
言
」
を
さ
ら
に
敷
桁

し
た
。
「
計
画
」
の
策
定
に
際
し
て
念
頭
に
お
か
れ
た
欧
米
各
国

に
お
け
る
留
学
生
数
に
関
す
る
統
計
は
、
〈
図
表
1
〉
の
通
り
で

あ
る
。

　
目
本
は
サ
ミ
ッ
ト
参
加
国
と
し
て
も
、
そ
の
受
入
れ
数
を
飛
躍

的
に
増
大
さ
せ
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
九
〇
年
代
初
め

に
は
西
ド
イ
ツ
（
当
時
）
、
イ
ギ
リ
ス
な
み
の
五
万
人
規
模
に
、

さ
ら
に
二
一
世
紀
初
頭
に
は
フ
ラ
ン
ス
な
み
の
一
〇
万
人
規
模
に

も
っ
て
い
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
「
一
〇
万
人
計
画
」
の
具
体
的
な
内
訳
の
青
写
真
は
〈
図
表
2
〉

の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。
な
お
、
そ
こ
に
は
九
二
年
七
月
の
「
二
一

世
紀
を
展
望
し
た
留
学
生
交
流
の
総
合
的
推
進
に
つ
い
て
」
に
よ

り
修
正
さ
れ
た
後
期
の
数
字
も
付
記
し
た
。

　
〈
図
表
2
〉
の
「
後
期
」
欄
に
お
け
る
修
正
は
、
「
計
画
」
後
の

推
移
に
お
い
て
、
「
高
専
・
専
門
学
校
」
に
お
け
る
留
学
生
数
が

「
見
通
し
」
を
大
き
く
上
廻
っ
た
た
め
、
そ
の
数
を
コ
万
」
↓

〕
一
万
」
に
修
正
し
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

　
修
正
後
は
、
学
部
五
万
人
、
大
学
院
三
万
人
、
高
専
・
専
門
掌

校
二
万
と
な
り
、
ま
た
、
国
立
大
学
は
三
万
二
、
五
〇
〇
人
、
公

私
立
大
は
六
万
七
、
五
〇
〇
人
と
な
っ
た
。
な
お
、
国
立
大
学
で

は
学
部
一
万
二
五
〇
〇
人
、
大
学
院
二
万
人
で
あ
る
の
に
対
し
、

公
私
立
大
学
で
は
学
部
三
万
七
、
五
〇
〇
人
、
大
学
院
一
万
人
と

逆
転
し
て
い
る
。

二
　
「
就
学
生
」

問
題
の
噴
出

外
国
人
管
理
の
基
本
法
で
あ
る
「
出
入
国
管
理
及
ぴ
難
民
認
定
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一橋論叢 第114巻第4号 平成7年（1995年）10月号　（74）

法
」
（
以
下
　
入
管
法
と
い
う
）
の
う
え
で
は
、
大
学
な
ど
の
高

等
教
育
機
関
に
入
学
す
る
も
の
に
は
在
留
資
格
「
留
学
」
が
与
え

ら
れ
、
日
本
語
学
校
な
ど
に
入
学
す
る
も
の
に
は
在
留
資
格
「
就

学
」
が
与
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
両
者
は
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
て

お
り
、
一
般
的
に
は
「
就
学
生
」
と
「
留
学
生
」
を
混
同
し
て
は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
語
学
校
を
卒
業
し
て
大
学

や
大
学
院
に
進
学
す
る
も
の
も
多
く
、
留
学
生
受
入
れ
体
制
と
し

て
考
え
る
と
き
、
こ
れ
ら
「
留
学
生
予
備
軍
」
に
目
を
つ
ぷ
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。

　
二
〇
万
人
計
画
」
と
相
前
後
し
て
、
い
く
つ
か
の
政
策
変
更

が
行
わ
れ
た
。
一
つ
ば
、
八
三
年
六
月
、
閣
議
で
「
留
学
生
の
ア

ル
バ
イ
ト
解
禁
」
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
留
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、
学
業
を
妨
げ
な
い
一
定

範
囲
の
も
の
は
、
そ
の
都
度
の
資
格
外
活
動
許
可
を
要
し
な
い
こ

と
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
範
囲
を
超
え
る
場
合
も
、
許
可
手
続
き
を

簡
易
化
す
る
」
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
範
囲
は
、
「
週
二
〇
時

間
（
但
し
、
日
曜
、
祝
祭
日
及
び
休
暇
期
間
は
算
入
し
な
い
）
以

内
で
、
法
令
又
は
公
序
良
俗
に
反
す
る
お
そ
れ
の
な
い
仕
事
」
と

さ
れ
た
（
な
お
、
九
〇
年
六
月
以
降
、
ふ
た
た
び
す
べ
て
許
可
が

必
要
と
な
り
、
さ
ら
に
「
一
日
四
時
間
以
内
」
な
ど
に
軌
道
修
正

さ
れ
た
）
。

　
つ
い
で
、
八
四
年
一
〇
月
か
ら
は
、
日
本
語
学
校
の
「
就
学

生
」
に
つ
い
て
も
、
入
国
手
続
き
の
簡
素
化
が
は
か
ら
れ
た
。
そ

れ
ま
で
は
、
ピ
ザ
を
取
得
す
る
に
は
、
日
本
の
在
外
公
館
で
申
請

し
、
そ
れ
が
外
務
省
経
由
で
法
務
省
に
行
き
、
そ
こ
で
蕃
査
を
終

え
る
と
、
同
じ
コ
ー
ス
を
逆
に
た
ど
づ
て
日
本
公
館
に
届
き
、
初

め
て
本
人
に
ピ
ザ
が
発
給
さ
れ
た
。
そ
れ
を
、
日
本
語
学
校
が
日

本
で
就
学
事
前
審
査
を
申
請
し
（
そ
の
際
、
学
校
自
身
が
身
元
保

証
人
に
な
る
こ
と
も
可
）
、
法
務
省
の
審
査
が
終
わ
る
と
「
事
前

審
査
終
了
証
」
が
交
付
さ
れ
、
そ
れ
を
現
地
の
本
人
に
送
る
と
、

す
ぐ
に
ピ
ザ
が
在
外
公
館
で
取
得
で
き
る
、
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
（
そ
の
後
、
九
〇
年
六
月
の
改
正
入
管
法
施
行
に
よ
り
、
一

般
の
「
在
留
資
格
認
定
証
明
書
」
制
度
に
一
本
化
さ
れ
た
）
。

　
こ
の
簡
素
化
の
”
効
果
”
は
て
き
め
ん
現
わ
れ
、
翌
八
五
年
に

は
、
就
学
生
の
新
規
入
国
数
が
前
年
に
比
べ
一
挙
に
倍
増
し
て
い

る
。
次
に
、
就
学
生
の
新
規
入
国
数
の
推
移
を
見
る
た
め
に
〈
図

表
3
〉
を
掲
げ
る
（
比
較
の
た
め
、
留
学
生
の
そ
れ
も
加
え
る
）
。

　
〈
図
表
3
〉
を
見
る
と
、
当
初
（
八
三
年
、
八
四
年
）
は
留
学

生
の
新
規
入
国
数
の
方
が
若
干
多
か
っ
た
の
に
、
入
国
手
続
き
の

簡
素
化
以
降
は
就
学
生
の
新
規
入
国
数
が
極
端
に
増
加
し
て
い
る
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（75）「留学生一○万人計画」の検証と今後への若干の提案

こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
留
学
生
の
新
規
入
国
数
が
漸
増
し

て
い
る
の
に
対
し
、
就
学
生
の
そ
れ
は
特
異
な
形
を
示
し
て
い
る
。

「
上
海
事
件
」
（
後
述
）
の
お
き
た
八
八
年
は
別
格
と
し
て
も
、
就

学
生
の
新
規
入
国
数
は
留
学
生
の
そ
れ
の
ほ
ぼ
二
倍
で
推
移
し
て

い
た
が
、
九
四
年
に
は
差
が
大
き
く
縮
小
し
て
い
る
。

く図表3〉 「就学生」「留学生」の新規入国数の推移

~~~~~~~~ 35 lO 

/ ~~L~ 

8
 27.3e7 

20,851 20,e5d 

18 . Ig3 IB , 127 

6 . 263 

13.915 

12 e37 l I ,9~7 

l0.3S 
o,s 07 

9 . 143 g, e20 9 , 162 
o, ss 

8.912 

7 178 
s52 

B 099 
7. 7rr 

3,s]2 J ~29 
5 812 

c, ds5 

5,sl9 
4,dl5 

4 , rg7 ~P 
3 4~g d 140 

2 12e 

F
~
!
_
 

I . 199 
E~ 

l 60 251 
~~ 
~~ 

万人

　
　
　
　
　
「
留
学
生
一
〇
万
人
計
画
」
が
提
示
さ
れ
た
と
は
い
え
、
就
学

　
　
　
　
　
生
の
入
国
手
続
き
の
簡
素
化
は
、
ど
う
み
て
も
〃
勇
み
足
〃
と
い

　
　
　
　
　
う
ほ
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
日
本
語
学
校
の
新
設
が
始
ま

　
　
　
　
　
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
”
ズ
サ
ン
〃
な
も
の
も
多
く
、

　
　
　
　
　
当
時
、
す
で
に
大
き
な
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
え
ぱ
、
「
乱
立
、
野
放
し
状
態
の
日
本
語

年則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
」
（
週
刊
時
事
、
八
四
年
二
月
一
八
日

明　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
）
、
「
お
寒
い
日
本
語
学
校
、
留
学
生
か
ら

盟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苦
情
相
次
ぐ
」
（
日
本
経
済
新
聞
、
八
四
年

㎝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
一
一
日
付
）
な
ど
で
あ
る
。

9
0
員
，
目
護
書
謹
董
・
刊
行
　
　
　
　
　
し
か
も
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
出
稼
ぎ
間
題
が

醐
。
月
・
日
護
書
賃
塞
一
養
　
　
　
　
　
す
で
に
「
ジ
ャ
パ
ゆ
き
さ
ん
」
と
し
て
登
場

8
旨
、
蓋
一
を
嚢
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
語
学
校
に
つ
い

8
1
0
月
上
海
班
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
　
て
は
「
設
置
基
準
」
も
な
い
ま
ま
、
個
人
経

朋
皿
月
パ
ン
グ
ラ
テ
シ
ュ
青
年
の
耶
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
報

6
音
一
外
国
人
撃
隻
入
竈
墨
会
一
養
牌
　
営
や
会
社
経
営
の
も
の
も
珍
し
く
な
か
つ
た
。

呂
7
月
・
色
奮
学
一
轟
壷
　
　
　
　
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寵
　
な
か
に
は
、
就
労
目
的
で
の
受
入
れ
の
”
か

肪
畠
月
プ
ラ
ザ
合
意
で
円
涜
容
醒
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
肌
　
く
れ
み
の
”
と
し
て
日
本
語
学
校
を
開
設
し

㎝
1
0
月
就
学
生
の
入
国
手
虚
き
価
素
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀦
　
た
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
例
が
初
め

ヨ
宮
月
留
学
生
一
〇
万
人
計
画
発
表
　
　
　
　
　
　
法

島
貞
撃
生
の
ア
ル
パ
ィ
占
禁
　
　
　
典
　
て
報
道
さ
れ
た
の
は
、
八
六
年
七
月
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
年
二
月
に
は
、
東
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京
入
管
が
四
校
を
手
入
れ
す
る
が
、
そ
こ
で
は
多
く
の
パ
キ
ス
タ

ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
の
就
学
生
が
摘
発
さ
れ
た
。
学
校
側

の
手
口
は
、
定
員
を
大
き
く
上
廻
る
学
生
を
受
け
入
れ
、
出
席
簿

な
ど
を
改
ざ
ん
し
て
入
管
か
ら
在
留
期
間
更
斯
を
受
け
さ
せ
、
も

っ
ぱ
ら
就
労
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
八
五
年
の
就

学
生
新
規
入
国
数
で
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ニ
ニ
〇
九
人
、
パ
キ
ス

タ
ン
ニ
七
六
人
と
あ
り
、
さ
ら
に
翌
八
六
年
に
は
、
前
者
が
七
九

五
人
、
後
者
が
三
五
六
人
で
、
合
わ
せ
る
と
一
〇
〇
〇
人
を
超
え

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
法
務
省
は
0
B
を
送
り
込
ん
で
、
八
六
年
二
一
月
、
「
外
国
人

就
学
生
受
入
機
関
協
議
会
」
を
作
っ
て
間
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
始

め
る
が
、
さ
し
た
る
効
果
も
な
く
、
事
態
は
ま
す
ま
す
エ
ス
カ
レ

ー
ト
し
た
。
そ
の
こ
と
は
〈
図
表
3
〉
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ

う
o　

「
四
つ
の
現
代
化
」
を
掲
げ
、
「
改
革
関
放
」
を
進
め
る
中
国
で

は
、
そ
れ
ま
で
の
〃
鎖
国
”
政
策
が
改
め
ら
れ
、
青
年
た
ち
の
海

外
渡
航
の
夢
が
ふ
く
ら
ん
だ
。
そ
れ
に
加
え
て
、
日
本
と
の
大
き

な
所
得
格
差
は
、
日
本
へ
の
〃
出
稼
ぎ
”
願
望
を
つ
の
ら
せ
た
。

し
か
し
、
中
国
は
ま
だ
海
外
渡
航
を
自
由
化
す
る
に
は
至
っ
て
お

ら
ず
、
旅
券
を
取
得
す
る
に
は
渡
航
目
的
を
証
明
す
る
も
の
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
際
、
日
本
語
学
校
へ
の
入
学
許
可
書
が
お
お
い

に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
日
本
語
学
校
経
営
者
や
ブ
ロ
ー
力
1
の
な
か
に
は
、
入

学
金
や
授
業
料
の
名
目
で
事
前
に
多
額
の
金
銭
を
集
め
る
も
の
も

現
わ
れ
、
違
法
募
集
の
か
ど
で
日
本
語
学
校
の
事
務
長
ら
が
、
上

海
市
当
局
に
よ
っ
て
身
柄
を
拘
束
さ
れ
る
事
件
ま
で
発
生
し
た
。

中
国
人
青
年
は
お
金
は
払
っ
て
あ
る
の
に
、
日
本
へ
の
ビ
ザ
が
な

か
な
か
出
な
い
た
め
、
上
海
の
日
本
総
領
事
館
の
前
に
押
し
か
け

る
事
態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
八
八
年
一
〇
月
の
「
上

海
事
件
」
で
あ
る
。

　
日
本
政
府
も
、
つ
い
に
放
置
で
き
な
く
な
り
、
予
定
を
繰
り
上

げ
て
、
八
八
年
二
一
月
、
文
部
省
が
「
日
本
語
教
育
施
設
の
運
営

に
関
す
る
基
準
」
を
ま
と
め
た
。
つ
い
で
、
翌
八
九
年
五
月
に
は
、

新
た
に
「
目
本
語
教
育
振
興
協
会
」
を
設
立
、
九
〇
年
二
月
に
は
、

文
部
・
法
務
両
省
共
管
の
財
団
法
人
と
し
て
も
認
可
さ
れ
た
。
同

協
会
は
、
設
立
後
た
だ
ち
に
審
査
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
前
述
の

「
基
準
」
に
も
と
ず
い
て
日
本
語
学
校
の
審
査
に
着
手
し
、
こ
れ

ま
で
に
五
六
三
校
が
認
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
一
八
二
校
も
が

認
定
を
取
消
さ
れ
、
い
ま
で
も
「
株
式
会
社
・
有
限
会
社
」
に
よ

る
も
の
が
そ
の
六
六
％
を
占
め
て
い
る
と
い
う
（
『
留
学
交
流
』
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（77）「留学生一○万人計画」の検証と今後への着干の提案

九
五
年
三
月
号
）
。

　
法
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
一
九
九
四
年
五
月
現
在
、
「
就
学
」

ピ
ザ
で
入
国
し
超
過
滞
在
（
オ
ー
バ
ー
・
ス
テ
イ
）
し
て
い
る
者

は
、
二
万
三
、
九
九
五
人
（
う
ち
中
国
人
が
二
万
五
六
七
人
）
に

達
し
、
一
年
前
に
比
べ
て
三
、
九
〇
〇
人
増
え
て
い
る
。
し
か
も

九
四
年
上
半
期
で
、
超
過
滞
在
者
を
一
〇
人
以
上
出
し
て
い
る
学

校
が
八
一
校
（
う
ち
、
五
〇
人
以
上
が
八
校
）
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　く図表4〉

1万人〕

就学生の在留数の推移（各年末現在）

出典

　1984

偶数年1ま，

　畠6　　　　　　筥8　　　B9　　　90　　　　　　92　　93角…

法務省入国管理局『在窃外国人撒針』偲年）他は岡周発劃＝

安
易
な
政
策
決
定
の
”
後
遺
症
”
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
就
学
生
に
関
す
る
統
計
に
つ
い
て
は
、
も
っ
ば
ら
法
務
省
入
国

管
理
局
の
発
表
に
よ
る
し
か
な
い
。
新
規
入
国
数
で
は
な
く
現
在

数
（
ス
ト
ッ
ク
統
計
）
に
つ
い
て
も
、
参
考
ま
で
に
〈
図
表
4
〉

と
し
て
掲
げ
て
お
く
。

　
留
学
生
の
現
在
数
が
四
万
人
を
超
え
る
の
は
一
九
九
〇
年
の
こ

と
で
あ
る
が
、
〈
図
表
4
〉
を
見
る
と
就
学
生
の
数
字
が
決
し
て

小
さ
く
な
い
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
ま
た
、
〈
図
表
3
〉
と
合
わ
せ

て
見
て
も
、
い
ず
れ
も
き
わ
め
て
”
不
自
然
・
な
形
に
な
っ
て
お

り
、
事
態
が
い
ま
だ
落
ち
つ
き
を
取
り
戻
す
に
至
っ
て
い
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
よ
う
。

三
　
留
学
生
政
策
の
進
展

　
次
に
、
「
留
学
生
一
〇
万
人
計
画
」
の
進
移
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て

み
た
い
。
や
は
り
、
統
計
数
字
の
確
認
か
ら
は
じ
め
た
い
。

　
ま
ず
、
留
学
生
の
現
在
数
を
「
一
〇
万
人
計
画
」
の
想
定
と
対

比
さ
せ
て
全
体
状
況
を
知
る
た
め
に
、
〈
図
表
5
〉
を
掲
げ
る
。

想
定
数
を
上
廻
り
な
が
ら
推
移
し
て
い
る
が
、
そ
の
伸
び
が
鈍
化

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
〈
図
表
3
v
を
見
る
と
、
九
四
年
の

新
規
入
国
数
は
、
留
学
生
、
就
学
生
と
も
に
滅
少
し
て
お
り
、
鈍
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　　　〈図表5）留学生受入れの進展状況

㎝年
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鴉．7叩

「10万人計面」1二お叶る邊定48.561 : 

~~.~t~AtL,')~;tt 

, 40.OC 

m．佃昌

舳　　　距　　髄　　帥　　醐　　舶　　90　　01　　蜆　　明　　雪一　　蛎　　肪　　，

出典1「留学交流執務ハンドブック』｛第一法規．1995年）より．

　
　
川
　
万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万

　
　
：
　
　
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

化
に
拍
車
が
か
か
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

　
次
に
、
そ
の
内
訳
を
や
や
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
「
在
学
段
階

別
」
を
知
る
た
め
の
〈
図
表
6
〉
と
、
そ
し
て
「
出
身
国
・
地
域

別
」
を
知
る
た
め
の
〈
図
表
7
〉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
る
。

　
ま
ず
、
さ
き
に
見
た
「
就
学
生
」
に
比
べ
て
、
「
留
学
生
」
は

形
が
落
ち
つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
在
学
段
階
別
」
を
見

る
と
、
「
高
専
・
専
門
学
校
」
が
意
外
と
延
び
て
お
り
、
「
計
画
」

に
つ
い
て
も
見
直
し
が
行
わ
れ
、
数
字
が
修
正
さ
れ
た
こ
と
は
前

に
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
出
身
国
・
地
域
別
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
計
画
」
は
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
か
づ
た
。
し
か
し
、

〈
図
表
6
v
で
の
推
移
を
見
る
と
、
ア
ジ
ア
ヘ
の
偏
り
が
拡
大
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
東
ア
ジ
ア
の
三
つ
の

国
・
地
域
の
出
身
者
が
実
に
全
体
の
七
七
・
八
％
を
占
め
る
に
い

た
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
「
中
国
（
除
く
台
湾
）
」
の
占
め
る
比

率
は
高
く
（
九
四
年
統
計
で
、
全
体
の
四
三
％
）
、
二
〇
万
人
計

画
」
に
大
き
く
”
寄
与
”
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
東
ア
ジ
ア
を
初
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
が
全
体
の
九
一
・
六
％

を
占
め
て
お
り
、
逆
に
、
そ
れ
以
外
の
地
域
か
ら
は
さ
ほ
ど
留
学

生
が
来
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
〈
図
表
6
v
に
は
、
わ
ず
か
に
ア

メ
リ
カ
が
登
場
し
て
い
る
が
、
そ
の
数
は
一
〇
〇
〇
人
を
若
干
超

え
て
い
る
程
度
で
、
そ
れ
も
横
ば
い
が
つ
づ
い
て
い
る
。
貿
易
面

だ
け
で
な
く
、
留
学
生
交
流
に
お
い
て
も
、
日
本
側
の
著
し
い

〃
出
超
”
に
な
っ
て
お
り
、
昨
今
、
日
米
間
で
新
ら
た
に
問
題
視

さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
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（79）「留学生一〇万人計画」の検証と今後への若干の提案

　　　　く図表6〉高等教育機関における留学生数

　　　　　　　　の推移（在学段階別）
　
「
一
〇
万
人
計
画
」
以
降
の
留
学
生
の
受
入
れ
体
制
の
整
備
拡

充
に
つ
い
て
、
次
に
見
て
お
い
た
い
。
国
費
留
学
生
に
つ
い
て
は
、

従
来
か
ら
学
部
レ
ベ
ル
は
東
京
外
国
語
大
学
で
、
大
学
院
レ
ベ
ル

は
大
阪
外
国
語
大
学
で
、
そ
れ
ぞ
れ
予
備
教
育
を
実
施
し
て
い
た

が
、
一
九
七
九
年
度
に
名
古
屋
大
学
で
大
学
院
レ
ベ
ル
の
予
備
教

育
が
開
始
さ
れ
て
以
降
は
、
徐
々
に
そ
の
各
大
学
へ
の
分
散
化
が

「呈，47
伽’脇

4目．56！ 高

2．47
等

’5．06 専

’12．祀 門

仙，3仰
学

17．74 散

12．冊

165兜
晦脳

’15．OO

加．2511 犬

〃．395
’13．肌 学

院

256偲
2，38

’5，215

呈2．15〃 ！m，56
！24．61

舶，ヨ3

’仙。燗
：蛆眺

18．舶1 354 ．1－21．O呂

3．636
一・一宮03

一18、〃

鵬呂
16，17

学

一1’13．脳
部

含^

H．07 短
ノ9，肪1 犬

畠．157 〕

〔
2
万
人
〕

⇒専
門
学
散

〔
3
万
人
〕

⇒
犬
学
院

〔
5
万
人
〕
〔
計
1
0
万
人
〕

　
⇒

学
部
一
含
短
犬
一

は
か
ら
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
国
立
大
学
に
は
、
従
来
か
ら
「
日
本
語
・
日
本
事
情
担

当
教
官
」
（
留
学
生
一
〇
〇
人
に
一
人
の
割
合
）
、
「
留
学
生
業
務

担
当
職
員
」
（
留
学
生
五
〇
人
に
一
人
を
基
準
）
及
ぴ
「
専
門
教

育
教
官
」
（
留
学
生
四
〇
人
に
一
人
の
割
合
）
の
配
置
が
進
め
ら

れ
て
い
た
。
「
一
〇
万
人
計
画
」
の
進
展
の
な
か
で
、
前
述
の
国

舳
禰
－
］
鰯
協
㈱

舳
n
U
㈹
脇
帥

凧
、

1
■

　19昌6　畠7　　㎎　　舶　　90　　91　　92　　93　　9一年

出奥　文部省峨が国の留掌生制度の概要』1各年〕より作成．各年5月1日現在

費
留
学
生
の
た
め
の
予
備
教
育
機
関
の
分
散
化
と
も
あ

い
ま
っ
て
、
一
九
九
〇
年
度
か
ら
留
学
生
数
が
二
〇
〇

人
以
上
の
大
学
を
目
途
に
、
新
ら
た
に
「
留
学
生
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
が
ス
タ
ー
ト
し
た
（
図
表
8
参
照
）
。

　
留
学
生
セ
ン
タ
ー
は
、
大
学
院
入
学
前
に
必
要
な
予

備
教
育
（
予
備
教
育
担
当
教
官
）
、
日
本
語
・
日
本
事

情
の
教
育
（
同
担
当
教
官
）
、
留
学
生
に
対
す
る
教
育
、

研
究
上
、
あ
る
い
は
生
活
上
の
相
談
、
指
導
（
留
学
生

指
導
担
当
教
官
）
な
ど
を
一
元
的
に
行
う
た
め
の
「
学

内
共
同
教
育
研
究
施
設
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
事
務
組
織
と
し
て
「
留
学
生
課
」
も
設
置

さ
れ
る
。
〈
図
表
8
〉
に
あ
る
通
り
、
現
在
毎
年
三
大

学
の
ピ
ッ
チ
で
設
置
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
「
一
〇
万
人
計
画
」
で
は
、
公
私
立
大
学
、
な
か
で
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人
　
5
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
万

も
私
立
大
の
果
た
す
役
割
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。
最
終
目
標
で

は
、
国
立
大
三
万
二
、
五
〇
〇
人
対
公
私
立
大
四
万
七
、
五
〇
〇

人
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
四
七
、
五
％
に
あ
た
る
。
ち
な
み
に
、

九
四
年
統
計
で
は
、
国
立
大
一
万
八
、
三
九
八
人
対
私
立
大
二
万

二
、
二
五
八
人
と
な
づ
て
い
て
、
私
立
大
が
全
体
の
四
〇
％
を
占

め
て
い
る
。

　
　
　
　
私
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
私
立
大
学
経
常

　
　
　
費
補
助
金
（
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
）
制
度
が
実
施

祖
醐
　
　
さ
れ
て
お
り
、
九
四
年
度
に
は
四
五
〇
校
に
対
し
四
一

”
　
　
億
七
、
○
○
○
万
円
が
補
助
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

年

各
　
　
二
〇
万
人
計
画
」
後
の
八
八
年
度
か
ら
は
、
「
私
費
外

リ

よ
　
　
国
人
留
学
生
授
業
料
減
免
学
校
法
人
援
助
事
業
」
が
ス

年

各
　
　
タ
ー
ト
し
、
私
費
留
学
生
に
授
業
料
の
減
免
を
行
っ
た

要

術
　
　
場
合
、
授
業
料
の
三
〇
％
を
限
度
と
し
て
学
校
法
人
に

度

蜥
　
　
減
免
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、

学

嫡
　
　
九
五
年
度
の
減
免
援
助
金
の
対
象
は
一
万
四
、
八
○
○

国

秘
　
　
人
と
な
っ
て
い
る
。

榊
　
　
　
国
公
私
立
大
及
び
専
門
学
校
に
学
ぷ
留
学
生
（
学
部

舳
　
　
レ
ベ
ル
は
正
規
生
、
大
学
院
レ
ベ
ル
は
研
究
生
も
含

　
　
　
　
む
）
を
対
象
と
す
る
「
私
費
外
国
人
留
学
生
学
習
奨
励

費
支
給
制
度
」
は
、
一
九
七
八
年
度
に
発
足
し
た
が
、
そ
の
後
に

拡
充
さ
れ
、
九
五
年
度
に
は
、
学
部
レ
ベ
ル
（
月
額
四
万
八
、
○

○
○
円
）
が
二
、
八
○
○
人
、
大
学
院
レ
ベ
ル
（
月
額
六
万
九
、

O
○
○
円
）
が
一
、
○
○
○
人
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
戦
後

五
〇
年
を
迎
え
る
九
五
年
度
か
ら
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
私
費

留
学
生
を
対
象
に
、
新
ら
た
に
「
平
和
友
好
特
別
奨
励
費
」
が
設
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（81） 「留学生一〇万人計画」の検証と今後への若干の提案

　　　　く図衰8）国賓外国人留学生に対する入学前の日本語教育機関

対　．象 日　本　語　教　育　機　関 受入れ予定数 期　間

学　部　留　学　生 東京外国語大学留学生日本語教育センター 60人

大阪外国語大学留学生日本語教育センター 55人
1年

大学院レベル 北海道大学留学生センター（91年度） 30人
研究留学生｛教員研修留学生 東北大学留学生センター（93年度） 30人

筑波大学留学生センター（91年度） 30人
千葉大学留学生センター（91年度） 30人
東京犬学留学生センター（90隼度） 30人
東京外国語大学留学生目本語教育センター 10人

東京工業大学留学生センター（94年度） 30人
東京農工大学留掌生センター（94年度） 30人
電気通信大学留学生センター（95年度） 30人
横浜国立大学留学生センター（92年度） 30人
金沢大学留学生センター（95年度） 30人

6か月

名古屋大学留学生センター（93年度） 45人

京都大学留学生センター（90年度） 30人
大阪大学留掌生センター（94年度） 30人
大阪外国語大学留学生日本語教育センター 120人
神戸大学留学生センター（93年度） 30人
岡山大学留学生センター（92年度） 30人

広島大学留学生センター（90年度） 30人
九州大学留学生センター（92年度） 30人
熊本大学留学生センター（95年度） 30人

高等専門学校留学生 （財）国際学友会日本語学校 75人 1年

専門学校留学生 文化外国語専門学校目本語科
（財）関西国際学友会日本語学校 75人 1年

出奥：前掲r留学交流執務ハンドプック』より，（）内は設置年次を示す．

語そ本題画
のれ語はLす
習は教rので
賃；墓撃霧賃四

学度る　象最r　干
で　の　こ　徴　も　一　　の

の低とさ大O提勉いでれき万案学　日　あ　る　な人
や本　る　日　問計
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研
究
と
を
、
ど
う
リ
ン
ク
さ
せ
る
か
と
い
う
古
く
て
新
し
い
問
題

に
深
く
係
っ
て
い
る
。

　
「
一
〇
万
人
計
画
」
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
充
分
な
検
討
を
行

な
い
、
内
外
の
日
本
語
教
育
機
関
の
連
携
と
そ
の
整
備
拡
充
の
シ

ス
テ
ム
を
示
し
え
な
か
っ
た
こ
と
が
、
前
に
見
た
混
乱
を
招
い
た

の
で
あ
る
。

　
日
本
語
学
校
生
が
「
留
学
生
予
備
軍
」
の
位
置
に
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
数
年
の
「
日
本
語
能
力
試

験
、
国
内
一
級
（
大
学
受
験
者
）
」
及
び
「
私
費
外
国
人
留
学
生

統
一
試
験
」
の
各
受
験
者
数
の
推
移
を
見
る
た
め
に
、
〈
図
表
9
〉

を
作
図
し
て
み
た
。

　
前
に
見
た
「
就
学
生
」
の
現
在
数
（
図
表
4
）
が
こ
こ
数
年
四

万
人
前
後
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
語
能
力
試
験
の
受

験
者
（
国
内
一
級
・
大
学
受
験
者
）
は
最
も
多
い
時
（
九
二
年
）

で
も
一
万
三
、
O
O
O
人
余
に
す
ぎ
な
い
。
私
費
生
統
一
試
験
に

つ
い
て
は
、
最
も
多
い
九
三
年
で
も
四
、
○
○
○
人
弱
で
あ
る
。

〈
図
表
4
〉
と
〈
図
表
9
〉
の
間
に
お
け
る
開
き
は
、
就
学
生
を

め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
反
映
と
見
る
し
か
な
か
ろ
う
。
さ
ら

に
、
〈
図
表
9
〉
を
見
る
と
、
い
ず
れ
の
受
験
者
数
も
か
な
り
大

き
く
減
少
し
て
お
り
、
〈
図
表
3
〉
に
見
ら
れ
る
減
少
が
や
が
て

は
反
映
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
一
定
程
度
の
日
本
語
能
力
を
本
国
で
身
に
つ
け
た
う
え
で
、
日

本
に
留
学
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
め
ざ
す
た
め
の
施
策
を
打

ち
出
す
べ
き
で
あ
る
。
日
本
で
「
い
ろ
は
」
か
ら
学
ぷ
と
す
れ
ぱ
、

高
い
生
活
費
、
学
費
の
負
担
が
不
可
欠
と
な
る
。
し
か
も
、
日
本

語
学
校
の
「
就
学
生
」
に
は
、
私
費
留
学
生
に
対
す
る
「
学
習
奨

励
費
」
の
支
給
も
な
け
れ
ぱ
、
留
学
生
に
対
す
る
「
医
療
費
補

助
」
さ
え
受
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
早
急
に
改
善
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　
海
外
に
し
か
る
べ
き
日
本
語
教
育
施
設
を
設
け
、
一
定
程
度
の

日
本
語
を
習
得
し
て
・
か
ら
日
本
に
留
学
で
き
る
方
式
を
確
立
す
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
現
在
、
年
一
回
し
か
行
わ
れ
な
い

日
本
語
能
力
試
験
は
、
複
数
回
に
す
べ
き
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

日
本
語
教
育
の
現
地
化
の
方
針
を
打
ち
出
し
、
そ
の
た
め
の
年
次

計
画
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
体
制
が
で
き
れ
ば
、
大
学
に
お
い
て
は
初
級
の
日
本

語
で
は
な
く
、
中
・
上
級
の
日
本
語
教
育
と
専
門
教
育
と
の
連
携

に
取
組
む
体
制
に
移
行
で
き
よ
う
。
現
在
の
「
留
学
生
セ
ン
タ

ー
」
に
お
け
る
日
本
語
教
育
は
、
ま
だ
ま
だ
初
級
に
多
く
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
費
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
本
語
教
育
の
現
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（83）　「留学生一〇万人計画」の検証と今後への若干の提案

く図表9〉　日本語能力試験（国内1級，大学受験者）及ぴ

　　　　私費留学生統一試験の受験者数の推移
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も
っ
ぱ
ら
”
受
入
れ
留
学
生
。
の
た
め
の
機
関
と
な
っ
て
い
る
が
、

日
本
か
ら
の
〃
送
り
出
し
留
学
生
・
の
た
め
の
業
務
も
含
め
た
総

合
的
機
能
を
備
え
る
よ
う
に
す
ぺ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

職
員
は
ま
す
ま
す
専
門
性
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
う
し
た

人
事
配
置
や
海
外
を
も
含
む
研
修
の
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
も
必

要
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

　
国
費
留
学
生
と
私
費
留
学
生
と
の
間
の
壁
に
つ
い
て
も
、
気
に

な
っ
て
い
る
二
、
三
を
書
き
留
め
て
お
き
た
い
。
「
私
費
外
国
人

留
学
生
統
一
試
験
」
と
い
う
よ
う
に
、
国
費
留
学
生
が
こ
の
試
験

を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
留
学
生
を
選
考
す
る
大
学
側

か
ら
見
れ
ぱ
、
留
学
生
の
選
考
を
二
本
立
で
行
わ
ざ
る
え
な
い
。

両
者
の
間
に
基
本
的
な
違
い
は
な
い
は
ず
な
の
で
、
や
は
り
国
費
、

私
費
を
問
わ
な
い
「
外
国
人
留
学
生
統
一
試
験
」
に
す
べ
き
だ
ろ

　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

、
つ

　
「
留
学
生
セ
ン
タ
ー
」
は
、
前
掲
の
〈
図
表
8
〉
に
も
あ
る
よ

う
に
、
現
在
で
は
「
国
費
生
に
対
す
る
…
…
」
と
な
ウ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
私
費
生
に
開
放
す
る
方
向
に
も
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

か
つ
て
は
、
医
療
費
補
助
、
帰
国
留
学
生
短
期
研
修
、
帰
国
留
学

生
研
究
指
導
な
ど
も
、
す
べ
て
国
費
留
学
生
の
み
を
対
象
と
し
て

い
た
が
、
い
ま
で
は
い
ず
れ
も
私
費
生
に
均
窪
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。　
留
学
生
に
と
っ
て
「
保
証
人
」
問
題
と
い
う
の
も
や
っ
か
い
な

一
つ
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
日
本
で
は
、
学
校
に
入
る
に
も
、

部
屋
を
借
り
る
に
も
、
も
ち
ろ
ん
ビ
ザ
の
延
長
手
続
き
に
も
、
つ

ね
に
「
保
証
人
」
が
つ
き
ま
と
う
。
留
学
生
は
、
通
常
、
日
本
に

は
誰
も
身
寄
り
が
な
い
の
が
あ
た
り
ま
え
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
時
に
は
保
証
人
と
し
て
「
実
印
」
を
押
し
て
も
ら
わ
ね
ば

な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
一
つ
の
提
案
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
日
本
国
際
教
育

協
会
の
よ
う
な
所
が
、
臼
本
に
学
ぷ
留
学
生
の
身
元
保
証
人
に
な

っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
現
在
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
留
学
生
は
、
医

療
費
補
助
を
受
け
る
た
め
に
同
協
会
に
登
録
し
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
一
定
額
を
保
証
金
と
し
て
預
託
し
て
も

ら
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
な
ど
と
の
連
携

が
必
要
と
な
る
。
と
り
あ
え
ず
、
入
管
の
手
続
き
か
ら
始
め
た
ら

ど
う
だ
ろ
う
o

　
中
国
大
陸
か
ら
の
留
学
生
が
「
一
〇
万
人
計
画
」
の
目
標
達
成

に
大
き
く
〃
寄
与
”
し
て
い
る
こ
と
は
前
に
も
見
た
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
の
中
国
と
日
本
の
間
に
横
た
わ
る
所
得
格
差
が
、

中
国
人
留
学
生
に
大
き
な
重
圧
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
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も
な
い
。
こ
の
際
、
中
国
が
か
つ
て
戦
争
賠
償
を
放
棄
し
た
こ
と

を
想
起
し
、
中
国
人
留
学
生
専
用
の
奨
学
金
制
度
を
作
っ
て
、
そ

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
は
加
る
こ
と
を
考
え
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

よ
く
「
未
来
志
向
」
い
う
が
、
具
体
的
な
も
の
は
何
も
見
ら
れ
な

い
が
、
こ
う
し
た
こ
と
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　
以
上
、
二
〇
万
人
計
画
」
以
降
の
推
移
を
で
き
る
だ
け
客
観

的
に
後
づ
け
、
そ
こ
か
ら
何
が
見
え
て
く
る
か
を
考
え
る
素
材
に

な
れ
ば
と
思
う
。
大
学
人
が
も
っ
と
積
極
的
に
留
学
生
受
入
れ
を

め
ぐ
る
問
題
、
と
り
わ
け
「
量
か
ら
質
」
へ
の
問
題
を
論
ず
べ
き

と
き
を
迎
え
て
い
る
と
思
う
。
若
干
の
提
案
も
含
め
て
、
何
ら
か

の
お
役
に
立
て
ぱ
こ
の
う
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
教
授
）
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